
平成２７年度 教育推進・学生支援機構  

学修支援部門（初年次教育） 

ＦＤ研究会報告 

どうする！？ 初年次セミナー 
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部門長挨拶 

加藤 直樹 学修支援部門長 

皆さま、お疲れさまでございました。 

今日は、このようなアクティブラーニング教室を利用して、少しフランクな形態での

グループワークを取り入れてＦＤを実施させていただきました。従来のＦＤは講演会形式

での伝達研修のイメージなのですが、グループワークでの対話を取り入れて意味をつくる

効果を期待しました。教育の手法や技法というテクニカルな部分だけではなく、何が本当

に初年次の中で必要なのだろうというような意味を参加者のみなさんで共有できるような

場をつくりたいということでグループワークを取り入れた企画をしてもらいました。 

学修支援部門での初年次セミナーに関する改善課題は、実施方法一つをとっても学部

等の考えには違いがあり、１時間分を全学の共通内容として増やすだけでも変更が難しい

面があり、悩みどころでもあります。ただ、その中でも今回のように初年次セミナーはど

ういう意味を持っているのかということは共有しなければいけない話です。その意味を共

有できるとき、全学的な共通の体制中でも、学部それぞれの中でも改善は進められると思

っています。 

今日は初年次セミナーに関する調査結果とともに、応用生物科学部の改善取組を紹介

していただきました。以前から応用生物科学部が組織的に改善に取り組んでいらっしゃる

ことはお聞きしていましたので、ぜひこの機会にご紹介いただければとお願いしました。

これは、岐阜大学における各学部は、それぞれの努力で改善を進めていらっしゃるので、

いいものはいっぱいお持ちだと思っています。そして、そこから生まれた改善事例をどう

やって我々が共有して、自分たちの学部教育の実践へ取り入れるかというようなところが

必要なのではないかと思っています。こうした事例を通して教育改善の意味を共有し一緒

に考えたいというのが願いでした。 

ところで、この機構の発足のときに、学生代表が挨拶をしてくれましたが学生が語っ

てくれた言葉で忘れられないことがあります。それは、岐阜大学のキャンパスには全５学

部が集まっているのに学部を超えた学生の交流が余りないのだということです。そして、

学生が交流できるのは本当に限られたサークル等の場なのですが、授業も含めたところで

もっと多くの交流の場をつくり、対話の中でどうやって考えを深めるか、その機会をどう

やってつくっていくのかを、学修支援部門の２年間の取り組みの柱にしてきました。 
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